
京成
佐倉

臼井
ユーカリ

が丘
志津 JR佐倉 備考

項目 配点

出張所機能 20 20 20 20 20 0
公民館 20 0 20 0 20 0

集会施設 15 15 15 0 15 0
図書館機能 10 5 10 0 10 0

保育園 10 0 5 10 5 0
児童センター 10 0 0 0 10 0
観光センター 5 5 0 0 0 5
改札外トイレ 5 5 0 5 0 5
エレベーター 5 2.5 5 5 2.5 5

駅周辺力指数合計 100 52.5 75 40 82.5 15
５駅平均 53.0

配点は駅から４００ｍ。８００ｍ以内は半分の点数

佐倉市内主要５駅　周辺力指数　　（駅周辺施設整備指数比較）

駅名

県内
順位

団体名
平均給
料月額

平均諸手
当月額

平均給
与月額

1 浦安市 345.0 146.4 491.4
2 佐倉市 334.3 147.8 482.1
3 印西市 341.7 134.2 475.9
4 船橋市 309.7 158.1 467.8
5 流山市 331.6 133.2 464.8

千葉県内　平均給与月額上位５団体
（一般行政職）Ｈ27年４月分　　単位：千円
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佐
倉
市
で
は
現
在
、
最
低

制
限
価
格
と
同
額
の
入
札
が

複
数
あ
り
、
落
札
者
を
く
じ

引
き
で
決
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
、
入
札
に
競
争
が
働

き
ま
せ
ん
。
早
急
に
、
低
価

格
調
査
を
再
開
し
入
札
を
適

正
化
す
べ
き
で
す
。

左
の
入
札
例
で
は
、
12
社

も
の
入
札
が
同
額
（
１
、
４

４
９
万
円
）
で
し
た
。

そ
こ
で
、
く
じ
引
き
に
よ

り
落
札
者
を
決
め
て
い
ま
す
。

く
じ
引
き
の
件
数
は
Ｈ
25
年

度
が
５
件
、
Ｈ
26
年
度
が
24

件
、
Ｈ
27
年
度
（
11
月
迄
）

が
31
件
と
な
り
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
の
理
由
は
、
低
入
札
調

査
制
度
が
無
く
な
り
、
同
額

の
入
札
が
増
え
て
い
る
た
め

で
す
。

佐
倉
市
は
、
「
競
争
性
に

つ
い
て
は
適
正
に
確
保
さ
れ

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
12
社
も
が
同
額
で

入
札
し
て
い
る
実
態
を
見
て
、

適
正
と
思
う
人
は
い
な
い
で

し
ょ
う
。
500
万
円
か
ら
２
５

０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
低

入
札
調
査
制
度
を
無
く
し
ま

し
た
が
、
復
活
さ
せ
る
べ
き

で
す
。

一
方
、
１
月
15
日
の
軽
井

沢
に
お
け
る
観
光
バ
ス
事
故

は
、
低
価
格
受
注
で
安
全
対

策
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
旭
化
成
建
材
の
く
い
不

正
工
事
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

入
札
で
は
、
価
格
を
高
く

す
る
の
で
は
な
く
、
入
札
調

査
制
度
に
よ
り
調
査
し
、
問

題
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

志
津
駅
近
く
に
「
志
津
市

民
プ
ラ
ザ
（
左
）
」
が
完
成

し
ま
し
た
。
出
張
所
、
図
書

館
、
公
民
館
な
ど
が
入
っ
た

複
合
施

設
で
す
。

こ
れ
に

よ
り
、

駅
周
辺

施
設
は

整
備
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
も
あ
り
、
佐
倉
市
内

主
要
５
駅
の
駅
周
辺
力
（
各

施
設
の
設
置
状
況
）
を
指
数

化
し
て
み
ま
し
た
（
左
表
参

照
）
。
百
点
満
点
で
、
京
成

佐
倉
（
52
点
）
、
臼
井
（
75

点
）
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
（
40

点
）
、
志
津
（
82
点
）
、
JR

佐
倉
（
15
点
）
と
な
り
、
JR

佐
倉
の
低
さ
が
際
立
ち
ま
す
。

佐
倉
市
で
は
、
合
併
前
の

旧
町
村
単
位
と
な
る
７
地
区

を
基
本
と
し
て
公
共
施
設
の

配
置
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

「
今
後
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
等
に
則
り
総
合
的

に
検
討
が
さ
れ
る
べ
き
」
と

市
は
答
弁
し
て
い
ま
す
。
公

平
な
配
置
が
必
要
で
す
。

Ｈ
27
年
4
月
の
平
均
給
与

月
額
で
佐
倉
市
は
、
県
内
第

2
位
と
な
っ
て
い
る
（
左
表

参
照
）
。

佐
倉
市
が
第
2
位
と
な
っ

た
理
由
と
し
て
は
、
4
月
に

県
議
選
、
市
長
・
市
議
選
が

有
り
、
基
本
計
画
の
策
定
も

あ
り
時
間
外
手
当
が
多
か
っ

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

同
様
の
選
挙
が
有
り
、
人

口
17
万
人
の
他
市
と
比
較
す

る
と
、
選
挙
に
要
し
た
４
月

の
時
間
外
手
当
は
次
の
様
に

佐
倉
市
が
高
い
。
（
習
志
野

市
２
５
０
０
万
円
、
流
山
市

２
１
０
０
万
円
、
佐
倉
市
３

３
０
０
万
円
）

佐
倉
市
「
く
じ
引
き
入
札
」
の
実
態

佐
倉
市
の
入
札
で
は
、
く
じ
引
き
で
落
札
者
を
決
定
し
て
い

る
例
が
、
か
な
り
の
数
に
上
っ
て
い
る
。
市
は
く
じ
引
き
で
決
め

て
い
る
入
札
を
適
正
な
入
札
と
言
っ
て
い
る
。
佐
倉
市
は
年
額
60

～
70
億
円
の
発
注
を
入
札
で
行
っ
て
い
る
が
、
落
札
率
に
よ
っ
て

市
の
財
政
は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

市
内
主
要
５
駅
の
周
辺
力
指
数

志
津
市
民
プ
ラ
ザ
が
完
成
し
、
長
年
要
望
さ
れ
て
き
た
公
民
館

な
ど
が
新
し
く
な
り
、
志
津
駅
周
辺
の
施
設
整
備
は
前
進
し
た
。

市
内
主
要
５
駅
の
施
設
整
備
を
指
数
化
し
比
較
す
る
と
顕
著
な

差
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
佐
倉
市
は
合
併
前
の
７
地
域
に
焦
点
を

当
て
て
き
た
た
め
に
、
駅
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
た
と
言
え
る
。

駅
周
辺
力
指
数

入
札
で
の
く
じ
引
き

11
月
7
日
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
佐
倉
に
て
、
映
画
「
み

ん
な
の
学
校
」
を
観
た
。

映
画
の
舞
台
は

大
阪
市
立
大
空
小
学
校
で
あ
り
、

「
み
ん
な
で
作
る

み
ん
な
の
学
校
」

を
開
校
以
来
目
指
し
て
い
る
。

発
達
障
が
い
な
ど
を
持
つ

子
も
大
空
小
学
校
で
は
、
特

別
支
援
学
級
で
は
な
く
一
般

教
室
で
受
け
入
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
児
童
の
個
性

を
十
分
に
尊
重
し
た
教
育
を

実
践
し
て
い
る
。
そ
の
6
年

間
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
あ
り
、
全
国
各

地
で
自
主
上
映
会
が
行
わ
れ

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
子
ど
も
の
学
習

権
を
保
証
す
る
学
校
を
作
る
」

と
の
理
念
に
て
、
初
代
校
長
・

木
村
康
子
先
生
の
信
念
に
基

づ
き
、
障
が
い
を
持
つ
子
も

持
た
な
い
子
も
一
緒
に
学
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
高

い
問
題
解
決
能
力
を
獲
得
し
て

ゆ
く
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
教
師
、
学
校
職
員
、

児
童
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
大
き
な
協
力
が
有
り
、

不
登
校
ゼ
ロ
と
い
う
実
績
も
残

し
て
い
る
。
実
際
の
学
校
運
営

は
大
変
な
苦
労
を
要
す
る
も
の

で
は
あ
ろ
う
。

こ
の
学
校
に
校
則
は
な
い
。

し
か
し
、
「
自
分
が
さ
れ
て
嫌

な
こ
と
は
人
に
し
な
い
、
言
わ

な
い
」
と
い
う
た
っ
た
一
つ

の
約
束
が
あ
る
。
こ
の
簡
単

な
約
束
を
基
に
、
児
童
同
士

が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
お
互
い

が
進
歩
し
て
ゆ
く
。
こ
ん
な

学
校
が
一
校
で
も
増
え
て
く

れ
た
ら
、
よ
り
暖
か
い
社
会

に
な
る
と
感
じ
る
。

（
他
の
方
か
ら
の
感
想
）

☆
「
こ
ん
な
ク
ラ
ス
、
学
校

を
作
れ
た
ら
素
敵
だ
な
と
強

く
感
じ
た
。
来
週
か
ら
子
ど

も
た
ち
と
の
か
か
わ
り
方
が

変
わ
り
そ
う
で
す
」

☆
「
障
が
い
の
あ
る
子
を
み

ん
な
で
受
け
止
め
て
く
れ
る

場
所
は
障
が
い
の
な
い
子
ど
も

た
ち
も
育
て
る
と
思
う
」

☆
「
障
が
い
の
有
る
子
も
共
に

学
び
育
ち
あ
う
こ
と
の
で
き
る

学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
分
け

な
い
教
育
な
く
し
て
分
け
な
い

社
会
な
し
！
私
は
そ
う
思
う
」

市民オンブズ
マンのメンバー
募集中です。

一緒に市政にも取
り組みましょう。
オンブズマンとは

「行政苦情の解決や

行政の適正運用、人
権保護のために行動

する人」です。
各種の御相談は下

記連絡先にどうぞ。
一緒に活動できる方

も募集しています。
ご連絡をお待ちして

います。

映画「みんなの学校」を観て

-１- （７１）

県
内
給
与
月
額
第
二
位



全
体

佐
倉
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

の
ぞ
み

民
主
党

市
民
ネ

ッ
ト

共
産
党

新
社
会
党

山
本
議
員

Ｈ27年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
マイナンバー条例改正 ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○

常任委員会のインターネット中継 △ ○ × × × × ○ ○ ○ ×

学校施設の長期的保守計画 △ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○

県条例を見直し地下水継続使用 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊方原発再稼動反対 △ ○ × × × × ○ ○ ○ ×

議会　賛否一覧表
賛成○　賛成少数△　反対×　棄権－

主な議案

提 案 議 案 種 類 提 出 者 件 数 主 な 内 容 可 決 数

一 般 会 計 市 長 1
Ｈ 2 7 年 度 補 正 予 算 （ 3 7 1 2 万 円 増 ） （ 佐
倉 東 保 育 園 解 体 工 事 、 耕 作 放 棄 地 対
策 、 岩 富 寺 崎 道 路 線 改 良 他 ）

1

そ の 他 会 計 市 長 3
同 上 補 正 予 算 （ 国 保 、 農 集 排 水 、 介 護
保 ）

3

基 本 計 画 市 長 1 後 期 基 本 計 画 （ 第 ４ 次 総 合 計 画 ） 1

条 例 市 長 1 0

制 定 （ 行 政 不 服 審 査 法 施 行 、 同 整 備 条
例 ） 、 改 正 （ マ イ ナ ン バ ー 、 実 費 弁
償 、 税 賦 課 、 保 育 園 の 設 置 、 休 日 夜 間
診 療 所 、 国 保 税 、 介 護 保 険 、 道 路 占
用 ）

1 0

道 路 線 市 長 4 認 定 、 変 更 、 廃 止 4
契 約 締 結 市 長 2 防 災 行 政 無 線 工 事 、 街 灯 L E D 化 工 事 2

指 定 管 理 者 市 長 7

南 部 福 祉 セ ン タ 、 う す い 荘 、 千 代 田
荘 、 志 津 荘 、 南 部 よ も ぎ の 園 、 第 二 上
志 津 学 童 、 第 三 西 志 津 学 童 、 １ ３ 駐 輪
場

7

人 事 市 長 2
監 査 委 員 選 任 （ 同 意 ） 、 人 権 擁 護 委 員
推 薦

2

陳 情 市 民 2
議 会 常 任 委 員 会 の イ ン タ ー ネ ッ ト 中
継 ・ 議 事 録 の 公 開 、 市 内 学 校 施 設 の 計
画 的 修 繕

2

意 見 書 議 員 7

子 ど も の 医 療 費 助 成 を 国 の 制 度 化 へ 、
T P P 反 対 、 辺 野 古 へ の 新 基 地 建 設 反 対 、
安 保 法 廃 止 を 求 め る 、 国 の 社 会 保 障 費
削 減 反 対 、 県 条 例 見 直 し し 地 下 水 の 継
続 使 用 を 求 め る 、 伊 方 原 発 再 稼 動 反 対

1

独身
（円）

夫婦+
子1人

夫婦+子
2人（円）

300 31,000 15,000 4,000
400 46,000 30,000 17,000
500 67,000 46,000 33,000
600 84,000 68,000 53,000

ほぼ全額控除対象寄付額
給与収入
（万円）

佐倉市議会情報 ２０１６年（H28年)

発行：藤崎良次 2016年2月5日 連絡先〒285-0011 佐倉市山崎３１５－６ 電話０９０－９１４４－０６７６ FAX 043-４８５－５９９９

Ｅメール fujisakir@sky.email.ne.jp ＵＲＬ 藤崎良次を検索 本紙の重複配布にはご容赦をお願いします。

-２- （７１）

一
、
Ｈ
27
年
度
一
般
会
計
補
正

佐
倉
東
保
育
園
の
既
存
園
舎
解
体

工
事
、
耕
作
放
棄
地
対
策
等
計
３
７

１
２
万
円
の
増
額
補
正
な
ど
が
提
案

さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

二
、
議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
条
例
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
反
対
の
議

員
は
反
対
し
た
。

②
陳
情
「
常
任
委
員
会
等
の

中
継
、
議
事
録
の
公
開
」

議
会
基
本
条
例
に
の
っ
と
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
議
会

の
公
開
を
求
め
る
陳
情
だ
が
、
賛
成

少
数
で
不
採
択
で
あ
っ
た
。

③
陳
情
「
学
校
施
設
の
長
期
的
修
繕

計
画
を
立
て
、
計
画
的
修
繕
を
求
め

る
」現

在
、
学
校
施
設
は
外
壁
の
汚
れ
・

劣
化
が
激
し
い
。
定
期
的
な
修
繕
に

よ
り
建
物
を
長
持
ち
さ
せ
る
事
に
つ

な
が
る
と
の
陳
情
だ
が
、
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
な
っ
た
。

④
伊
方
原
発
再
稼
動
に
反
対
の
意

見
書
を
藤
崎
が
提
出
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
も
不
採
択
で
あ
っ
た
。

三
、
市
の
総
合
計
画
な
ど

第
４
次
総
合
計
画
・

後
期
基
本
計
画

こ
れ
ま
で
の
前
期
基
本
計
画
か
ら

見
直
し
た
点
は
、
「
①
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
対
策
を
重
点
施
策
化
。

②
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
内
容
を
更
新
。

③
基
本
施
策
の
整
理
統
合
」
で
あ
る
。

後
期
基
本
計
画
の
各
文
言
は
抽
象
的

で
も
あ
り
、
反
対
す
る
議
員
は
い
な

か
っ
た
。
藤
崎
は
付
帯
意
見
を
付
け

て
賛
成
し
た
。

総
合
戦
略

「
①
佐
倉
に
仕
事
を
作
る
。
②
佐
倉

の
魅
力
を
発
信
し
新
し
い
人
の
流
れ

を
作
る
。
③
若
い
世
代
の
結
婚
、
出

産
、
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
。

④
将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
た
い

町
を
作
る
こ
と
」
と
い
う
総
合
戦
略

が
立
て
ら
れ
、
後
期
基
本
計
画
に
取

り
込
ま
れ
た
。

佐
倉
市
の
保
育
園
民
営
化

佐
倉
東
保
育
園
が
廃
園
と
な
り
、

同
所
に
新
規
私
立
保
育
園
が
設
置
さ

れ
、
４
月
か
ら
切
り
替
わ
る
。

市
で
は
、
新
規
の
私
立
保
育
園
の

運
営
に
つ
い
て
検
証
し
、
他
の
市
立

保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て
も
今
後

検
討
す
る
。
保
育
園
の
私
立
化
は
予

算
的
に
、
市
立
に
比
べ
市
の
負
担

（
建
設
費
、
人
件
費
、
備
品
費
）
が

少
な
く
、
国
、
県
、
事
業
者
の
負
担

に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
雇
用
面
で
は
、

私
立
で
も
非
正
規
職
員
が
働
く
こ
と

に
な
る
。

12
月
の
議
会
概
要

今
議
会
で
は
、
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、

個
人
番
号
条
例
改
正
等
も
審
議
さ
れ
、
市
長
提
案
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ

れ
た
。
50
年
ぶ
り
に
改
正
の
「
行
政
不
服
審
査
法
」
は
４
月
施
行
と
な
る
。

トピックス

藤
崎
の
議
会
一
般
質
問
他

Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
周
辺
の
整
備

駅
周
辺
力
の
比
較
（
藤
崎
作
成
・
１

頁
参
照
）
か
ら
、
各
駅
周
辺
の
施
設
の

差
が
は
っ
き
り
し
た
。
今
後
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
作
り
の
観
点
か
ら
「
立
地

適
正
化
計
画
」
が
立
て
ら
れ
、
望
ま
し

い
街
づ
く
り
の
方
向
が
示
さ
れ
る
。
各

地
域
の
不
公
平
是
正
に
期
待
し
た
い
。

佐
倉
市
の
施
設
保
守
方
針

こ
れ
ま
で
は
、
耐
震
対
策
に
主
力
が

注
が
れ
て
い
た
。
今
後
は
、
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
よ
り
、
事
後

保
全
だ
け
で
な
く
、
予
防
保
全
に
注
力

す
る
方
向
と
な
る
。
現
在
の
学
校
施
設

不
具
合
は
、
30
か
所
に
も
及
ん
で
お
り
、

早
急
な
対
策
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

佐
倉
市
職
員
の
労
働
時
間

労
働
時
間
計
算
が
今
年
度
か
ら
変
更

と
な
り
、
祝
日
等
を
除
外
し
年
間
所
定

労
働
時
間
は
、
１
８
６
７
・
７
５
時
間

と
な
っ
た
。
時
間
外
単
価
平
均
は
２
６

５
４
円
（
１
～
５
級
職
員
）
と
な
る
。

こ
の
計
算
変
更
（
従
来
は
年
間
２
０
１

５
時
間
）
に
よ
り
、
市
の
時
間
外
負
担

増
は
年
間
２
１
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

市
職
員
通
勤
手
当

佐
倉
市
職
員
の
自
動
車
に
よ
る
通
勤

手
当
年
額
は
、
国
よ
り
４
１
７
０
万
円
、

県
よ
り
３
４
８
０
万
円
高
く
な
っ
て
い

る
。
未
だ
、
職
員
組
合
と
の
話
し
合
い

が
決
着
し
て
い
な
い
。
早
急
な
、
適
正

化
が
必
要
で
あ
る
。

順
天
堂
大
学
進
出

大
学
が
来
な
い
場
合
は
、
ユ
ー
カ
リ

が
丘
駅
前
の
土
地
の
利
用
は
ど
う
な
る

の
か
？
そ
の
際
は
、
現
状
の
土
地
区
画

整
理
計
画
は
仕
切
り
直
し
に
な
る
。
そ

し
て
、
「
立
地
適
正
化
計
画
」
で
民
間

活
力
の
誘
導
を
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
あ
る
。

団
体
の
会
議
の
公
開
が
必
要

社
会
福
祉
協
議
会
は
評
議
員
会
（
最

高
意
思
決
定
機
関
）
の
傍
聴
を
会
員
、

市
民
に
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
佐
倉

市
商
工
会
議
所
も
総
会
（
通
常
議
員
総

会
）
の
傍
聴
を
会
員
に
認
め
て
い
な
い
。

佐
倉
市
は
両
者
に
多
額
の
補
助
金
を
支

出
し
て
お
り
、
両
者
と
も
福
祉
や
商
工

業
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
会
議
の

公
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

厚
生
年
金
と
共
済
年
金
の
統
合

両
年
金
は
、
昨
年
10
月
に
統
合
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
全
職
員
（
約
千
人
）

の
掛
金
は
年
額
４
２
０
０
万
円
増
と
な

り
、
市
負
担
も
同
額
増
と
な
っ
た
。
即

ち
、
共
済
年
金
は
、
８
４
０
０
万
円
も

掛
金
が
少
な
く
て
済
ん
で
い
た
こ
と
に

な
り
、
職
域
加
算
も
あ
り
官
民
格
差
が

大
き
く
存
在
し
て
い
た
。

行
政
不
服
審
査
法
改
正

提
案
さ
れ
た
関
係
条
例
は
可
決
さ
れ
、

こ
の
法
（
目
的
は
、
行
政
庁
の
違
法
ま

た
は
不
当
な
処
分
に
対
す
る
国
民
の
救

済
）
に
関
し
、
50
年
ぶ
り
の
抜
本
的
改

正
が
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
。
４

月
か
ら
「
行
政
不
服
審
査
会
」
の
新
設

等
に
よ
り
、
行
政
の
決
定
（
処
分
）
に

不
服
の
場
合
に
、
よ
り
公
正
な
審
査
が

期
待
で
き
る
。
全
て
の
行
政
分
野
（
国
、

県
、
市
町
村
等
）
が
対
象
で
あ
り
、
も

ち
ろ
ん
無
料
で
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、

本
法
改
正
は
遅
す
ぎ
た
と
感
じ
る
。

佐倉市議 藤崎 良次

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

最
近
、
良
く
聞
か
れ
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
は
、

地
方
税
法
37
条
の
２
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。

概
要
は
、
「
地
方
自
治
体

に
寄
附
を
す
る
と
、
ほ
ぼ
全

額
が
税
額
控
除
（
所
得
税
と

住
民
税
か
ら
）
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
」
。
ほ
ぼ
全
額
控
除

さ
れ
る
上
限
は
、
給
与
収
入

で
み
る
と
左
表
（
子
は
高
校

生
、
大
学
生
の
数
）
と
な
る
。

お
お
よ
そ
、
地
方
住
民
税
の

20
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自

分
の
住
む
自
治
体
に
治
め
る

税
金
の
２
割
程
度
ま
で
、
代

わ
り
に
他
の
自
治
体
に
治
め

る
こ
と
が
出
来
る
。

佐
倉
市
の
場
合
、
Ｈ
26
年

度
は
市
民
税
が
５
１
０
万
円

市
外
へ
寄
付
さ
れ
、
29
万
４

千
円
が
市
外
か
ら
寄
付
さ
れ

た
。
差
し
引
き
４
８
０
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。

寄
付
の
お
礼
と
し
て
、
各

自
治
体
で
は
特
産
品
な
ど
を

送
っ
て
お
り
、
人
気
と
な
っ

て
い
る
。
自
分
の
住
む
自
治

体
へ
の
寄
付
も
可
能
で
あ
り
、

お
礼
も
受
け
取
れ
る
。

申
込
は
、
各
自
治
体
に
問

い

合

わ

せ
る
か
、

Ｈ

Ｐ

（

ふ

る

さ
と
チ
ョ

イ

ス

）

で

調

べ

る

と

便

利
。


